








第19回 テーマ（何を学ぶか）： 公共支出の理論（２） 公共選択

内 容： 第 18 回講義の続き。「資源配分の公的メカニズム」「公共財水準を決定する代替的機構」を学習し

ます。

教科書・指定図書： スティグリッツ（第7章）、常木（第2章）、林・小川・別所（第6章）など

第20回 テーマ（何を学ぶか）： 公共支出の理論（３） 公的生産

内 容： 「自然独占」「価格規制」などを学習します。

教科書・指定図書： スティグリッツ（第8章）、常木（第4章）、林・小川・別所（第3章）など

第21回 テーマ（何を学ぶか）： 公共支出の理論（３） 公的生産

内 容： 第20回講義の続き。「自然独占」「価格規制」などを学習します。

教科書・指定図書： スティグリッツ（第8章）、常木（第4章）、林・小川・別所（第3章）など

第22回 テーマ（何を学ぶか）： 公共支出の理論（３） 公的生産

内 容： 第21回講義の続き。「自然独占」「価格規制」などを学習します。

教科書・指定図書： スティグリッツ（第8章）、常木（第4章）、林・小川・別所（第3章）など

第23回 テーマ（何を学ぶか）： 公共支出の理論（４） 外部性と環境問題

内 容： 「外部性の問題」「外部性の私的解決策」「外部性の公的解決策」を学習します。

教科書・指定図書： スティグリッツ（第9章）、常木（第3章）、林・小川・別所（第4章）など

第24回 テーマ（何を学ぶか）： 公共支出の理論（４） 外部性と環境問題

内 容： 第 23 回講義の続き。「外部性の問題」「外部性の私的解決策」「外部性の公的解決策」を学習しま

す。

教科書・指定図書： スティグリッツ（第9章）、常木（第3章）、林・小川・別所（第4章）など

試 験 マーク式/記述式試験（予定）の実施。
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〔科目名〕

労働経済学

〔単位数〕

4単位

〔科目区分〕

専門・基幹科目

〔担当者〕

大矢奈美

〔オフィス・アワー〕

時間：学期開始時に連絡します。

場所：研究室（523）

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

指定テキストにもあるように、労働経済学とは「経済学で労働の問題を説明する学問」ということができるでしょう。ミクロ

経済学で学んだ理論を労働市場に適用して考えてみるということが、労働経済学の第一歩です。まず均衡概念を用いて

労働供給・労働需要を考えますが、「労働」に関しては政府等によって実際に観測・収集されたデータが存在します。よ

って統計的な手法によって理論と現実の整合性を確認したり、政策の効果を考察することも可能です。

前半では労働経済学の概念を学びます。後半では、それを基にして高齢者雇用や人的資本投資などの具体的な問

題をとりあげ、数量データによる研究成果なども紹介することを予定しています。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

一年次秋学期に履修した日本経済概論の後半では、雇用についても学びました。この科目では、主にミクロ経済

学から労働市場の仕組みを考えるとともに、具体的な社会問題を取り上げます。

労働経済学で取り上げる問題には働き方の見直しや処遇の平等化への取組などがありますが、これは長時間労働

をなくす、正規雇用と非正規雇用の格差を是正するということにとどまらず、社会保障や財政の問題にも密接に関

連しています。たとえば、長時間労働が美徳とされる社会故に労働市場に参加していなかった（するのを諦めてい

た）女性が活躍する場を得る、それによって年金財政にも影響が及ぶでしょうし、それを後押しするための社会福

祉（子育て支援）も充実させる必要があります。問題は単一で存在するのではなく複雑に関連しあっているのです。

ミクロ経済学の理論を応用する分野としての入り口でもありますが、社会問題をどのようにとらえて政策を立てて

いるのかなどを考えるきっかけになればと思います。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・中間目標

労働経済学の基本的な性格を理解し、基礎を身につける

・最終目標

現実の労働問題を経済理論や統計データから考察する姿勢と視点を身につける

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

今年度はじめて担当する科目なので授業評価にもとづく改善はありませんが、他の科目でも指摘されることがあるの

で、板書がみやすくなるようこころがけます。

〔教科書〕

・清家篤/風神佐知子『労働経済』 東洋経済新報社，2020年

このほか、適宜、レジュメなどで補足します

〔指定図書〕

・大森義明『労働経済学』日本評論社，2008年

〔参考書〕

・ 川口大司『労働経済学－理論と実証をつなぐ』有斐閣，2017年 ほか、授業の中で紹介する。

〔前提科目〕

日本経済概論、ミクロ経済学、マクロ経済学、統計学 など

前提科目ではありませんが、計量経済学や実証経済分析も履修を検討してください。

（様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

①確認のための小テスト （ 20％程度）
②宿題 （ 20％程度）

③期末（ 60％程度）

〔評価の基準及びスケール〕

上記の合計点の80％以上をA，70％以上80％未満をB，60％以上70％未満をC，50％以上60％未満をD，50％未

満をF とする。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

経済理論の基礎を学んできた皆さんには、それを応用する入り口となる科目です。労働市場を分析するための理

論はもちろんですが、現実の問題を紹介しながら、経済学的な視点で社会問題を考えるとはどういうことかを伝え

られるような授業にしたいと考えています。

この授業は出席をとりません。授業に参加する意欲のない受講生に対して意欲を喚起するような特別な取り組み

もしません。この授業からどれだけのものを得るかは、皆さん次第です。労働市場と社会に対する興味関心をもっ

て授業に参加してください。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： ガイダンス，労働経済学とは何か

内 容： ガイダンス（授業の進め方について）  /  労働経済学とは何か

教科書・指定図書 第１章

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 労働供給 １

内 容： 所得余暇平面

教科書・指定図書 第２章

第3回 テーマ（何を学ぶか）： 労働供給 ２

内 容： 就業選択と最適労働供給時間の決定

教科書・指定図書 第２章

第4回 テーマ（何を学ぶか）： 労働需要 １

内 容： 労働需要の決定要因

教科書・指定図書 第３章

第5回 テーマ（何を学ぶか）： 労働需要 ２

内 容： 最適労働需要の決定と労働需要曲線の導出

教科書・指定図書 第３章

第6回 テーマ（何を学ぶか）： 失業 １

内 容： 失業とは何か，失業にかんする経験法則

教科書・指定図書 第４章

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 失業 ２

内 容： 失業対策

教科書・指定図書 第４章
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第8回 テーマ（何を学ぶか）： 賃金 １

内 容： 年功賃金の理論的説明

教科書・指定図書 第５章

第9回 テーマ（何を学ぶか）： 賃金 ２

内 容： 能力・成果主義賃金，賃金格差の実態

教科書・指定図書 第５章

第10回 テーマ（何を学ぶか）： 賃金 ３

内 容： 最低賃金の意義と動き

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）： 労働時間 １

内 容： 労働時間の趨勢

教科書・指定図書 第６章

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 労働時間 ２

内 容： ワーク・ ライフ・ バランス， 働き方改革

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 労働市場における情報の役割

内 容： 労働市場＝情報不完全市場，内部労働市場

教科書・指定図書 第７章

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 第Ⅰ部（基礎編）のまとめ

内 容： これまでの復習， 確認のための小テスト

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）： 経済の構造変化と労働市場

内 容： 経済の構造変化が労働市場にもたらした影響

教科書・指定図書 第８章

第16回 テーマ（何を学ぶか）： 高齢者雇用 １

内 容： 高齢者労働力率のトレンドと高齢者の就業決定

教科書・指定図書 第９章

第17回 テーマ（何を学ぶか）： 高齢者雇用 ２

内 容： 高齢者労働力に対する需要

教科書・指定図書 第９章

第18回 テーマ（何を学ぶか）： 高齢者雇用 ３

内 容： ‐なぜ高齢者雇用に注目があつまるのか 社会保障制度とのかかわり

教科書・指定図書

第19回 テーマ（何を学ぶか）： 女性雇用 １

内 容： 女性雇用の変遷

教科書・指定図書

第20回 テーマ（何を学ぶか）： 女性雇用 ２

内 容： 家庭内生産モデル

教科書・指定図書 第10章
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第21回 テーマ（何を学ぶか）： 女性雇用 ３

内 容： サーチモデルとスイッチングモデル

教科書・指定図書 第10章

第22回 テーマ（何を学ぶか）： 女性雇用 ４

内 容： 社会制度と既婚女性の労働供給

教科書・指定図書 第11章

第23回 テーマ（何を学ぶか）： 人的資本理論 １

内 容： 企業特殊的人的資本と一般的人的資本

教科書・指定図書 第12章

第24回 テーマ（何を学ぶか）： 人的資本理論 ２

内 容： 雇用流動化と人的資本投資のゆくえ

教科書・指定図書 第12章

第25回 テーマ（何を学ぶか）： 労働力のフロー表

内 容： フローという概念、統計にみる労働力の推移

教科書・指定図書 第13章

第26回 テーマ（何を学ぶか）： 雇用調整 １

内 容： 雇用調整とは何か

教科書・指定図書 第14章

第27回 テーマ（何を学ぶか）： 雇用調整 ２

内 容： 雇用調整係数（産業による違い、国による違い）

教科書・指定図書 第14章

第28回 テーマ（何を学ぶか）： 労使関係 １

内 容： 労働組合の役割と組織率の低下

教科書・指定図書 第15章

第29回 テーマ（何を学ぶか）： 労使関係 ２

内 容： 労使紛争の変遷と新たな課題

教科書・指定図書

第30回 テーマ（何を学ぶか）： これまでのまとめ

内 容：

試 験 これまで学んだ内容から出題します
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〔科目名〕

金融経済学 (2019年4月以前に入学した学生対象科目)

〔単位数〕

4単位

〔科目区分〕

専門科目

基幹科目

〔担当者〕

國方 明

Kunikata, Akira 

〔オフィス・アワー〕

時間： 第1回の授業で連絡します。

場所： 525号室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

本科目では、金融という経済活動を、ミクロ経済学とマクロ経済学の知識を使って理解します。金融という経済活動と

言っても漠然としているので、今AさんがB銀行へ預金したという例を考えます。この例から、金融の特徴を2つ挙げら

れます。

特徴 1： 皆さんは、今、AさんからB銀行に、おカネが移動したことを容易に想像できるでしょう。では、AさんとBさん

の間で、おカネだけ

特徴2： ＡさんとＢ銀行の取引は、満期になって、B銀行がAさんにおカネを返してようやく終了します。つまり、金融

にかかわる取引では、今から満期までの時間経過を必ず考えなければいけません。これに対して、ミクロ経済学

や応用ミクロ経済学で学んだ取引では、時間経過を考える必要はほとんど無かったでしょう。

が移動するでしょうか？

以上のように金融には、他の種類の経済活動にない特徴があります。この特徴を理解するために、本科目では今ま

で学んできたミクロ経済学とマクロ経済学の理論をどのように拡張すべきなのか、またその特徴が現実の制度にどの

ように結びついているのかを学んでもらいます。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

１. 他の科目との関連付け

まず、〔科目の概要〕で説明したように、本科目では、ミクロ経済学とマクロ経済学両方の知識を用いて金融を理解しま

す。したがって、ミクロ経済学とマクロ経済学両方に対する十分な理解が必要です。特に本科目と関連している部分を

① ②取り出すと、 ミクロ経済学のうち不確実性や情報の理論、 マクロ経済学のうち経済政策の部分です。

次に、本科目は、金融関係の他科目(例えばファイナンス理論や金融機関論)の基礎になります。

2. 学んだことが何に結びつくか？

金融経済学の対象となる経済主体は、主におカネを貸したり借りたりする人や組織です。そしておカネの貸し借りとい

う経済活動は、日常的に行われています。例えば皆さんは現在銀行へ預金をしているでしょうし、いずれ株式や債券な

どに投資するかもしれません(このような活動を「資産運用」と言います)。一方、皆さんはいずれ住宅購入などのために

おカネを借りると思われます(このような活動を「資金調達」と言います)。したがって、本科目での学修は、皆さんの資産

運用と資金調達に関して、適切な意思決定を行うための手助けになるでしょう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

１. 最終目標

・ 資産運用と資金調達に関する意思決定を適切に行うための知識や判断力を身につける。

・ 金融政策がマクロ経済にもたらす影響を適切に理解できるようになる。

2. 中間目標

・ 金融に関するマスコミ報道を「正しく」理解できるようになること。

・ 現在の日本で、金融に関してどのようなトピックスがあるかを学ぶ。

以上の目標を達成するためには、授業で学んだことを、新聞を読んだりＴＶのニュースを見たりした時に応用する必

要があるでしょう。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

2020年度の授業評価アンケートでは、「ハンドアウトが丁寧。」などの肯定的な評価をいただきました。2021年度も引

き続き分かりやすい授業を行えるように努めます。

〔教科書〕

本科目では教科書を使用しません。その代わり、ハンドアウト(俗に言うプリント)を配布して、それに基づいて講義しま

す。ハンドアウトは、下記参考書に基づいて作成されています。

〔指定図書〕

該当無し。

（様式１）
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〔参考書〕

参考書1： 内田浩史、『金融』、有斐閣、2016年(新品を購入可能、本学図書館に所蔵済み)

参考書2： 小林照義、『金融政策 第2版』、中央経済社、2020年(新品を購入可能、本学図書館に所蔵済み) 

〔前提科目〕

ミクロ経済学、応用ミクロ経済学、マクロ経済学、統計学

上記4科目いずれかの単位を修得していない人も、本科目を履修できます。但し、該当科目のシラバスに紹介されて

いる書籍の自習を強く勧めます。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

次の(ア)～(ウ)の総合評価に基づき、履修者それぞれを評価します。

(ア) 課題研究6回。

(イ) 授業内小テスト1回。択一式です。

(ウ) 試験期間中の試験1回。択一式と記述式の併用です。

〔評価の基準及びスケール〕

〔学修の課題、評価の方法〕に挙げた(ア)～(ウ)の総合評価に基づいて、グレードの仕切りを設定します。

A：80%以上。B：70%以上、80%未満。C：60%以上、70%未満。D：50%以上、60%未満。F：50%未満。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

 本科目は、2019年4月以前に入学した学生向けの授業です。2020年4月以後に入学した学生は、金融経済学I (2

単位科目)を履修してください

 第1回の授業で、評価方法などについて補足説明します。できる限り出席してください。

。

 他の学生の迷惑になる行為(例：私語や、授業にかかわる学生同士の相談)を、原則として禁じます。授業にかか

わる相談も、周囲の学生にとって受講の妨げになりうることを想像してください。授業中に相談事が生じたら、担当

教員(國方)が受け付けます。

 新型コロナウイルス感染拡大状況などによって、本シラバスに変更がありえます。変更が生じた

ら、授業内で連絡します。

〔実務経歴〕

公認会計士事務所での監査証明業務補助などの実務経験を活かし、これまで学んできたミクロ経済学とマクロ経済学

の理論をどのように金融へ拡張できるのか、また金融理論の特徴が現実の制度とどのように結びついているのかを学

ぶ授業です。

授業スケジュール

(新型コロナウイルス感染拡大状況や履修者の理解度などによって、スケジュールに変更がありえま

す。変更が生じたら、授業内で連絡します。) 

第1回 テーマ（何を学ぶか）： ガイダンス及びイントロダクション

内 容： まず、本科目の全体像を学びます。次に、金融や金融経済学を定義づけて、金融経済学をめぐる

諸論点を紹介します。最後に、(講義のやり方の説明を兼ねて)「経済理論における貨幣の役割」を学びま

す。

参考書1 第1章

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 貨幣とは何か？

内 容： 貨幣の機能や統計を学ぶとともに、決済
けっさい

参考書1 第1章と第2章

という行為を学びます。

第3回 テーマ（何を学ぶか）： 金融取引の特徴と、金融取引の阻害要因

内 容： 金融取引の特徴、金融取引の阻害要因を学びます。

参考書1 第3章と第4章

第4回 テーマ（何を学ぶか）： 阻害要因の軽減策と、金融市場

内 容： 阻害要因を軽減するための社会的工夫を学びます。また、社会的工夫の一例として、金融取引

の場である、金融市場について学びます。

参考書1 第3章と第4章
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第5回 テーマ（何を学ぶか）： 異時点間の消費問題と利子率

内 容： 第5回～第7回で、利子率にかかわる理論を学びます。第5回では、異時点間の消費問題のモ

デルを紹介し、このモデルの中での利子率の役割を学びます。

参考書1 第2章

第6回 テーマ（何を学ぶか）： 金融資産価格と利子率の関係

内 容： 金融資産の価格と利子率は、逆方向に変化する関係があると考えられます。この関係が成り立

つメカニズムを学びます。

参考書1 第2章

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 利子率の期間構造

内 容： 短期利子率と長期利子率との関係について、3 つの仮説を紹介します。両者の関係は、金融政策

を議論する際にも重要な役割を果たします。

参考書1 第2章

第8回 テーマ（何を学ぶか）： ①貸し手の合理的行動 前置き

内 容： 貸し手の合理的行動を議論する前提として、リターンやリスクの概念を学びます。また、リターン

やリスクの尺度についても学びます。

参考書1 第7章

第9回 テーマ（何を学ぶか）： ②貸し手の合理的行動 数式

内 容： ポートフォリオ全体について、リターンとリスクそれぞれを表す数式を学びます。

参考書1 第7章

第10回 テーマ（何を学ぶか）： ③貸し手の合理的行動 予算線

内 容： ポートフォリオ全体について、リターンとリスクの関係を図で表します。この図は、貸し手にとって

の予算線に当たります。

参考書1 第7章

第11回 テーマ（何を学ぶか）： ④貸し手の合理的行動 無差別曲線、期待効用極大化行動

内 容： 第10回で学んだ平面に、貸し手の無差別曲線を描きます。そして、予算線と無差別曲線とを組み

合わせて、予算制約の下での期待効用極大化行動を図示します。

参考書1 第7章

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 借り手の合理的行動

内 容： 借り手、特に企業の合理的行動を、ミクロ経済学と応用ミクロ経済学の知識を使って学びます。

参考書は該当無し。

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 金融構造

内 容： 貸し手と借り手が、どのような経路を通じて結びついているのかを学びます。この経路は、(a)金

融市場と(b)金融仲介機関の2種類に分かれます。これらのうち(a)については、第4回でも学びました。

参考書1 第8章と第9章

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 証券市場

内 容： 証券市場を学びます。証券市場は、第13回(a)のうち、長期金融市場に当たります。また、第14回

の授業内で、小テスト(択一式)を実施する予定です

参考書1 第9章

。

第15回 テーマ（何を学ぶか）： ①金融仲介機関の役割 保険会社

内 容： 第13回(b)つまり金融仲介機関のうち、保険会社について学びます。

参考書1 第8章と第13章

第16回 テーマ（何を学ぶか）： ②金融仲介機関の役割 銀行

内 容： 第13回(b)つまり金融仲介機関のうち、銀行について学びます。

参考書1 第8章と第13章

第17回 テーマ（何を学ぶか）： 中央銀行(日本では日本銀行) 

内 容： 中央銀行の役割を学びます。

参考書1 第12章と第14章
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第18回 テーマ（何を学ぶか）： 貨幣供給と、貨幣に対する需要

内 容： 第18 回以降でマクロの金融に入ります。第18回～第22回では、金融政策を中心に、一国で完

結するマクロ経済モデルを学びます。

第18回では、貨幣供給と貨幣需要それぞれの決まり方を学びます。

参考書1 第12章、参考書2 

第19回 テーマ（何を学ぶか）： 金融政策の有効性についての論争

内 容： マクロ経済学の歴史を振り返り、金融政策の有効性についての論争を紹介します。また、裁量と

ルール、ラグ、時間不整合性やクレディビリティなど、論争の中で現れた様々な概念を学びます。

参考書1 第12章、参考書2 

第20回 テーマ（何を学ぶか）： 金融政策の最終目標と手段

内 容： 金融政策の最終目標を学びます。また、中央銀行が最終目標を達成するために実施する手段を

学びます。

参考書1 第12章、参考書2 

第21回 テーマ（何を学ぶか）： ルール割り当て理論

内 容： 第19回で、ルールを学びました。今回、まず代表的なルールを2種類学びます。次に、2種類の

ルールの割り当てについての理論を学びます。

参考書1 第12章、参考書2 

第22回 テーマ（何を学ぶか）： 非伝統的金融政策

内 容： 1990 年代末以降、わが国では非伝統的金融政策が数度実施されています。非伝統的金融政策

の特徴や、期待される成果を学びます。また、非伝統的金融政策の副作用も学びます。

参考書1 第12章、参考書2 

第23回 テーマ（何を学ぶか）： 新たな種類の金融取引

内 容： 近年の規制緩和や技術進歩の結果、新たな金融商品や金融の枠組みがさまざま登場していま

す。ここでは新たな枠組みのうち、証券化を学びます。

参考書1 第7章

第24回 テーマ（何を学ぶか）： 金融規制

内 容： 前項の規制緩和と矛盾するようですが、今でも金融活動に様々な規制が存在します。しかも、い

わゆる世界金融危機以降、一部の規制が強化される傾向にあります。ここでは、金融規制の存在意義を

説明し、金融規制の例を学びます。

参考書1 第14章

第25回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(1)で代替

内 容： 貸し手の行動を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第26回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(2)で代替

内 容： 貸し手の行動を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第27回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(3)で代替

内 容： 借り手の行動を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第28回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(4)で代替

内 容： 借り手の行動を中心に、課題研究を行います。。

参考書 該当無し。

第29回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(5)で代替

内 容： 金融市場を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第30回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(6)で代替

内 容： 金融政策を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

試 験 試験期間(12月1日(水)～12月3日(金)、12月6日(月)、12月7日(火))中に、試験を1回実施します。択一

式と記述式の併用です。出題範囲などを授業内で連絡します。
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〔科目名〕

金融経済学I (2020年4月以後に入学した学生対象科目)

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

基幹科目

〔担当者〕

國方 明

Kunikata, Akira 

〔オフィス・アワー〕

時間： 第1回の授業で連絡します。

場所： 525号室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

本科目では、金融という経済活動を、ミクロ経済学とマクロ経済学の知識を使って理解します。金融という経済活動と

言っても漠然としているので、今AさんがB銀行へ預金したという例を考えます。この例から、金融の特徴を2つ挙げら

れます。

特徴 1： 皆さんは、今、AさんからB銀行に、おカネが移動したことを容易に想像できるでしょう。では、AさんとBさん

の間で、おカネだけ

特徴2： ＡさんとＢ銀行の取引は、満期になって、B銀行がAさんにおカネを返してようやく終了します。つまり、金融

にかかわる取引では、今から満期までの時間経過を必ず考えなければいけません。これに対して、ミクロ経済学

や応用ミクロ経済学で学んだ取引では、時間経過を考える必要はほとんど無かったでしょう。

が移動するでしょうか？

以上のように金融には、他の種類の経済活動にない特徴があります。この特徴を理解するために、本科目と金融経

済学 II で、今まで学んできたミクロ経済学とマクロ経済学の理論をどのように拡張すべきなのか、またその特徴が現実

の制度にどのように結びついているのかを学んでもらいます。

なお、本科目では主にミクロ経済学の金融への応用を学んでもらう予定です。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

１. 他の科目との関連付け

まず、〔科目の概要〕で説明したように、本科目では、ミクロ経済学の知識を用いて金融を理解します。したがって、ミク

ロ経済学に対する十分な理解が必要です。特に本科目と関連している部分を取り出すと、ミクロ経済学のうち不確実性

や情報の理論の部分です。

次に、金融経済学IIでは、マクロ経済学を金融に応用します。皆さんも既に学んでいる通り、経済学を理解するために

は、ミクロ経済学とマクロ経済学の両方を理解しなければなりません。同様に、金融に関心のある人は、本科目だけで

なく金融経済学IIも履修することを勧めます。

最後に、本科目は、金融関係の展開科目(例えばファイナンス理論や金融機関論)の基礎になります。

2. 学んだことが何に結びつくか？

金融経済学の対象となる経済主体は、主におカネを貸したり借りたりする人や組織です。そしておカネの貸し借りとい

う経済活動は、日常的に行われています。例えば皆さんは現在銀行へ預金をしているでしょうし、いずれ株式や債券な

どに投資するかもしれません(このような活動を「資産運用」と言います)。一方、皆さんはいずれ住宅購入などのために

おカネを借りると思われます(このような活動を「資金調達」と言います)。したがって、本科目での学修は、皆さんの資産

運用と資金調達に関して、適切な意思決定を行うための手助けになるでしょう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

１. 最終目標

・ 資産運用と資金調達に関する意思決定を適切に行うための知識や判断力を身につける。

2. 中間目標

・ 金融に関するマスコミ報道を「正しく」理解できるようになること。

・ 現在の日本で、金融に関してどのようなトピックスがあるかを学ぶ。

以上の目標を達成するためには、授業で学んだことを、新聞を読んだりＴＶのニュースを見たりした時に応用する必

要があるでしょう。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

新設科目なので、該当無し。

〔教科書〕

本科目では教科書を使用しません。その代わり、ハンドアウト(俗に言うプリント)を配布して、それに基づいて講義しま

す。ハンドアウトは、下記参考書に基づいて作成されています。

〔指定図書〕

該当無し。

（様式１）
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〔参考書〕

内田浩史、『金融』、有斐閣、2016年(新品を購入可能、本学図書館に所蔵済み)

〔前提科目〕

ミクロ経済学、応用ミクロ経済学、統計学

上記3科目いずれかの単位を修得していない人も、本科目を履修できます。但し、該当科目のシラバスに紹介されて

いる書籍の自習を強く勧めます。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

次の(ア)～(ウ)の総合評価に基づき、履修者それぞれを評価します。

(ア) 課題研究3回。

(イ) 授業内小テスト1回。択一式です。

(ウ) 試験期間中の試験1回。択一式と記述式の併用です。

〔評価の基準及びスケール〕

〔学修の課題、評価の方法〕に挙げた(ア)～(ウ)の総合評価に基づいて、グレードの仕切りを設定します。

A：80%以上。B：70%以上、80%未満。C：60%以上、70%未満。D：50%以上、60%未満。F：50%未満。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

 本科目は、2020年4月以後に入学した学生向けの授業です。2019年4月以前に入学した学生は、金融経済学(4

単位科目)を履修してください

 第1回の授業で、評価方法などについて補足説明します。できる限り出席してください。

。

 他の学生の迷惑になる行為(例：私語や、授業にかかわる学生同士の相談)を、原則として禁じます。授業にかか

わる相談も、周囲の学生にとって受講の妨げになりうることを想像してください。授業中に相談事が生じたら、担当

教員(國方)が受け付けます。

 新型コロナウイルス感染拡大状況などによって、本シラバスに変更がありえます。変更が生じた

ら、授業内で連絡します。

〔実務経歴〕

新設科目のため、該当なし。

授業スケジュール

(新型コロナウイルス感染拡大状況や履修者の理解度などによって、スケジュールに変更がありえま

す。変更が生じたら、授業内で連絡します。) 

第1回 テーマ（何を学ぶか）： ガイダンス及びイントロダクション

内 容： まず、本科目の全体像を学びます。次に、金融や金融経済学を定義づけて、金融経済学をめぐる

諸論点を紹介します。最後に、(講義のやり方の説明を兼ねて)「経済理論における貨幣の役割」を学びま

す。

参考書 第1章

第2回 テーマ（何を学ぶか）： 貨幣とは何か？

内 容： 貨幣の機能や統計を学ぶとともに、決済
けっさい

参考書 第1章と第2章

という行為を学びます。

第3回 テーマ（何を学ぶか）： 金融取引の特徴と、金融取引の阻害要因

内 容： 金融取引の特徴、金融取引の阻害要因を学びます。

参考書 第3章と第4章

第4回 テーマ（何を学ぶか）： 阻害要因の軽減策と、金融市場

内 容： 阻害要因を軽減するための社会的工夫を学びます。また、社会的工夫の一例として、金融取引

の場である、金融市場について学びます。

参考書 第3章と第4章

第5回 テーマ（何を学ぶか）： 異時点間の消費問題と利子率

内 容： 第5回～第7回で、利子率にかかわる理論を学びます。第5回では、異時点間の消費問題のモ

デルを紹介し、このモデルの中での利子率の役割を学びます。

参考書 第2章
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第6回 テーマ（何を学ぶか）： 割引計算と割引現在価値

内 容： 将来受け取る(または支払う)お金の額を、今の受け取り額(または支払額)に換算する方法を学び

ます。

参考書 第2章

第7回 テーマ（何を学ぶか）： 金融資産価格と利子率の関係

内 容： 金融資産の価格と利子率は、逆方向に変化する関係があると考えられます。この関係が成り立

つメカニズムを学びます。

参考書 第2章

第8回 テーマ（何を学ぶか）： ①貸し手の合理的行動 数式

内 容： 貸し手の合理的行動を議論する前提として、リターンやリスクの概念やその尺度を学びます。第8

回の授業内で、小テスト(択一式)を実施する予定です

参考書 第7章

。

第9回 テーマ（何を学ぶか）： ②貸し手の合理的行動 予算線

内 容： ポートフォリオ全体について、リターンとリスクの関係を図で表します。この図は、貸し手にとって

の予算線に当たります。

参考書 第7章

第10回 テーマ（何を学ぶか）： ③貸し手の合理的行動 無差別曲線、期待効用極大化行動

内 容： 第 9 回で学んだ平面に、貸し手の無差別曲線を描きます。そして、予算線と無差別曲線とを組み

合わせて、予算制約の下での期待効用極大化行動を図示します。

参考書 第7章

第11回 テーマ（何を学ぶか）： 借り手の合理的行動

内 容： 借り手、特に企業の合理的行動を、ミクロ経済学と応用ミクロ経済学の知識を使って学びます。

参考書は該当無し。

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 金融構造

内 容： 貸し手と借り手が、どのような経路を通じて結びついているのかを学びます。この経路は、(a)金

融市場と(b)金融仲介機関の2種類に分かれます。これらのうち(a)については、第4回でも学びました。

参考書 第8章と第9章

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(1)で代替

内 容： 貸し手の行動を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(2)で代替

内 容： 貸し手の行動を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第15回 テーマ（何を学ぶか）： 課題研究(3)で代替

内 容： 借り手の行動を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

試 験 試験期間(12月1日(水)～12月3日(金)、12月6日(月)、12月7日(火))中に、試験を1回実施します。択一

式と記述式の併用です。出題範囲などを授業内で連絡します。
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〔科目名〕

地方財政論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

森田圭亮

〔オフィス・アワー〕

時間：授業後

場所：非常勤講師控室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

本講義は地方財政のあり方や地方財政が地域経済に与える影響を理解することに主眼を置いている。受講を通じて、地

域経済の活性化や地域の生活基盤の充実のためにどのような地方財政システムを構築するべきかを、学生一人ひとり

が考察する土台を築く能力を養うことを期待する。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本講義は、経済理論の視点から地方財政のあり方について説明する。そのため、ミクロ経済学やマクロ経済学の基礎を

理解しておくことが望ましい。経済理論を通じて、地方経済の発展の経緯や地域経済を発展させるための政策のあり方

について理解を深めていく。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

本講義は、主に経済理論をベースとしながら地域経済の形成や発展のあり方を理解し、地域経済の活性化にはどのよ

うな政策が必要であるのかについて考察するための土台を気づくことを目指す。本講義の学修内容を通じて、学生一人

ひとりが地域経済を発展させるためにどのような政策が必要なのかを考察・議論できるようになることを目指す。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

資料の使い方や板書の活用、講義の進度など講義のマネジメントに関する改善を目指していく。

〔教科書〕

該当なし

〔指定図書〕

兼子良夫, 「財政学」 税務経理協会, 2018 

佐藤主光, 「経済学叢書 地方財政論入門」 新世社, 2009 

〔参考書〕

フィリップ・マッカン,「都市・地域の経済学」日本評論社,2008 

奥野信宏, 八木匡, 小川光, 「公共経済学で日本を考える」 中央経済社, 2017 

〔前提科目〕

ミクロ経済学、マクロ経済学

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

試験70%、授業態度30% 

（ 様式１）
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〔評価の基準及びスケール〕

授業態度については講義内の発言やグループワーク成果などを評価する。一方、板書の撮影や私語をはじめとした講

義の妨げとなる行為については処分評価の対象とする。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

板書を中心に講義を進めるため、ノートを持参すること。また、講義内で行われるグループワークには積極的に参加する

ことが望ましい。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 地方財政の基礎（１）

内 容： 日本の現状について説明する。

教科書・指定図書

第2回 テーマ（何を学ぶか）：課題研究（１）

内 容：日本の地域社会が抱える課題について各自個別に調査研究を行う。

教科書・指定図書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政の基礎（１）

内 容：政府や地方財政の特徴について説明する。

教科書・指定図書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政の基礎（２）

内 容：地方財政の基礎を歳入の側面に注目して説明する。

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政の基礎（３）

内 容：地方財政の基礎を歳出の側面に注目して説明する。

教科書・指定図書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：課題研究（２）

内 容：地方財政に関する基本的な知識を踏まえた上で、課題研究（１）の内容を振り返る。

教科書・指定図書

第7回 テーマ（何を学ぶか）：地域経済の発展(１) 

内 容：街の形成や発展を企業の立地選択に注目して説明する。

教科書・指定図書
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第8回 テーマ（何を学ぶか）：地域経済の発展(２) 

内 容：街の形成や発展を人口や企業の集中と関連させて説明する。

教科書・指定図書

第9回 テーマ（何を学ぶか）：地方分権（１）

内 容：地方分権化の課題について説明する。

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：課題研究（３）

内 容：課題（１）・（２）の内容を、地域経済の発展や歴史的展開に注目しながら再考する。

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政と地域社会（１）

内 容：公共財の特徴に注目しつつ、生活基盤整備のあり方について説明する。

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政と地域社会（２）

内 容：公共財の特徴に注目しつつ、産業基盤整備のあり方について説明する。

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政と地域社会（３）

内 容：生活基盤整備などが地域経済に与える影響について、ミクロ経済学の視点から説明する。

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：地方財政と地域社会(4) 

内 容：地方財政と地域経済社会の関係を社会保障を中心に説明する。

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：講義のまとめ

内 容：講義のまとめを行う。

教科書・指定図書

試 験 筆記試験を行う。
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〔科目名〕

経済特殊講義Ⅱ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

秋葉まり子・丸山千賀子

〔オフィス・アワー〕

時間： 集中講義期間の休憩時間及び授業後

場所： 非常勤講師控室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

近年、情報化の進展や環境問題など様々な社会問題が起こる一方、消費者の多様なライフスタイルや価値観を反映

して、商品・サービスが多様化しているため、今後の企業には営利の達成だけでなく、消費者の視点を取り入れた経営

が求められている。また、消費者と企業による健全な市場の実現を通して、消費者保護と社会の発展が期待できる “消
”費者志向経営 の重要性が消費者政策において認識されるようになってきている（消費者志向経営とは、企業が消費者

のニーズや期待にこたえることにより、組織の社会的責任を果たして持続可能な社会に貢献する経営のあり方のことで

ある）。これはSDGs時代においてはサステナブル経営ともいわれ、持続可能な社会へ向けた今後の経営のあり方として

企業においても重視されてきている。

このような社会背景を踏まえ、この授業では、消費者の生活に焦点を当て生活経済の基礎的事項を学んだうえで、企

業において重視されてきている消費者志向経営について解説する。

秋葉担当部分（6 回分）では、家計の経済活動や行動を、金融の分野を中心に理論的、実態的に捉えると共に、経済

社会の仕組みとその変化が私たちの生活経済にどのような影響を与え、どういった課題を生じさせているかを学ぶ。

丸山担当部分（9 回分）では、今後重視されてくるといわれている消費者志向経営について講義するとともに、資料や

映像を使って企業不祥事や企業の取り組み、企業と消費者問題の事例、SDGs やエシカル消費、シェアリングエコノミー

といった現代的なテーマを紹介する。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

この科目では、これまでの消費者の生活の営みにおける様々な課題を踏まえ、我々が生活する社会の仕組み、シス

テムの変化にも目を配りながら広い視野から経済を考えること、消費者の視点から企業経営を考えることにより、行政・企

業・消費者の三者協働による新しい社会システム構築について考えることを目標としている。

変動する社会の中で、経済生活を営む際に直面する問題や課題とは何なのかを捉え、これまでどういった対応策が

模索され、どう解決することが望ましいのか、といったこと等を考えながら、自立した消費者として社会における経済活動

のあり方を探求する姿勢と能力を身につける。

この科目を学ぶことにより、生活に関連する経済の知識が身につくとともに、企業と消費者の新しいあり方や相互連携

についての理解が深まるため、就職活動や社会に出てから必要な教養に結びつくため、キャリア教育にもつながるとい

えよう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

中間目標として、消費・経済社会における基礎的な知識を理解することにより、各人が学問領域を広げ、現代的課題に

関する問題発見能力を養い、洞察力、分析力を身につけることを目標としている。

最終目標としては、我々が生活する社会やその仕組みの変化を理解し、今日直面しているいくつかの具体的な問題

や地域の経済的課題に迫りながら、生活経済を、広い背景の中で総合的、かつ具体的に理解することを目指す。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

講義内容に合わせて、様々な関連文献・映像資料を使って、具体的でわかりやすく、興味の持てる授業にするよう工

夫している。

〔教科書〕

丸山千賀子 『消費者志向経営 企業と商品・サービスについて考える』 開成出版

（様式１）
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〔指定図書〕

〔参考書〕

〔前提科目〕

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

2回の小テストの他、授業中に小レポートを課す。

〔評価の基準及びスケール〕

2回の小テストにより評価する。

レポート課題・授業への参加姿勢も評価する。

・小レポート・授業の参加態度 10％

・小テスト（2回） 90％

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

丸山担当部分では、教科書を授業で使うほか、試験時には持ち込みを前提とする課題を出しますので、授業時には教

科書を持ってきてください。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）： 家計の所得と消費・貯蓄について

内 容： 消費と貯蓄の基礎理論

資料配布

第２回 テーマ（何を学ぶか）： 貯蓄の保有形態

内 容： （１）貯蓄と金融資産について

資料配布

第３回 テーマ（何を学ぶか）： 貯蓄の保有形態

内 容： （２）金融資産のグローバル化

資料配布

第４回 テーマ（何を学ぶか）： 日本の家計貯蓄の現状

内 容： 家計の貯蓄率の変化

資料配布

第５回 テーマ（何を学ぶか）： 生活とリスク管理

内 容： （１）社会保障制度と保険

（2）消費者金融について

資料配布
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第6回 テーマ（何を学ぶか）： 第１回～第５回までの内容のまとめと小テスト

第7回 テーマ（何を学ぶか）： イントロダクション

内 容： 消費者政策と企業経営の関係について考える。

教科書・指定図書

第8回 テーマ（何を学ぶか）： 消費者志向経営とは何か

内 容： 消費者志向経営の意義と注目されてきた社会的背景について学ぶ。

教科書・指定図書

第9回 テーマ（何を学ぶか）： 企業の社会的責任（CSR）と消費者志向経営

内 容： 企業の社会的責任（CSR）からみた消費者志向経営の意義について学ぶ。

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）： 消費者の視点を考慮した商品とサービス

内 容： オープンイノベーション・商品コンセプトについても考える。無印良品の事例や、成功した商品コ

ンセプトの作り方について映像も併せて参照する。

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）： 消費者志向経営が社会に及ぼす効果

内 容： 企業・消費者・社会の面から消費者志向経営の影響を解説する。

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 情報開示の重要性について

内 容： 情報開示の重要性について整理するとともに、企業不祥事の事例を紹介する。内部告発から企業

不祥事が明らかになった事例を紹介する。

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 消費社会の様々な環境変化（１）

内 容： SDGｓ・ESG投資

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：消費社会の様々な環境変化（２）

内 容： シェアリングエコノミーなど、最近のテーマについて取り上げる。

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：全体のまとめと小テスト

内 容：第1回から第7回までのまとめと小テスト

教科書・指定図書
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〔科目名〕

経済変動論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

展開科目

〔担当者〕

高尾 築

Takao Kizuku  

〔オフィス・アワー〕

時間：初回の授業でアナウンスします

場所：初回の授業でアナウンスします

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

２年次のマクロ経済学を履修した学生を対象として, さらに一歩進んだ中級以上のマクロ経済理論を講義します.  

現代のマクロ経済理論では, ミクロ経済学の最適化行動理論を土台にし (これをミクロ的基礎づけ(micro foundation)と言

います), 時間経過とともに経済主体の行動がどのように変化するのかをも考慮して分析します. 本講義では, このような

フレームワークに沿った財政政策と金融政策の議論を中心にみていきます. 

具体的な講義内容は以下の通りです：

（１）分析の煩雑化を避けるため, 時間推移を２期間のみに限定したライフサイクルモデルをみていきます.  モデルに

基づいて, 消費税増税のアナウンスメント効果を分解して解釈できることを目標とします. 

（２） トービンq理論をみていきます. 無限時間視野の企業の投資決定を理解するのを目標とします. 

（３）資産価格形成, 長期金利と短期金利, 名目金利と実質金利, 日本銀行当座預金などの金融政策を分析する上での

必須事項を確認したのち, 伝統的金融政策から非伝統的金融政策までみていきます. 日本での実際の金融政策運

営の変遷を理解するのを目標とします. 

（４）最後に「ソローモデル」を取り上げ,  経済成長について考えていきます. ソロー収束性とTFPについての理解を目

標とします.  

また理論手法の習得だけでなく, 適宜, 関連する現実データを紹介し, 現実の経済課題を考える機会を数多く提供し

たいと思います. 

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

・より高度な分析手法を学習することで, 視野の広い経済学的思考力が得られます. 

・マクロ経済学を用いる応用分野の授業（金融経済学, ファイナンス理論, 財政学, 公共政策論など）と関連します. 

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・マクロ経済変数（消費, 投資, 金利, インフレ率等）が, 時間の変化とともに, どのように変化していくのかを分析する

中間目標

ための手法・考え方を理解する. 

・日本や世界各国の様々な経済事例を知り, 現実のマクロ経済政策課題を知る. 

・どのような因子がマクロ経済変数に影響を与えるのかを, 高度な分析ツールに基づき, そのメカニズムを踏まえて

最終目標

説明できるようになる。

・新聞・テレビ等で報道される経済ニュースについて, その背後にあるメカニズムを動学的な視点から考え,  

自分なりにそれを議論できるようになる. 

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

例年, 受講生間の数学能力のバックグラウンドに著しい分散が認められるので, 数学予備知識の確認を実施します. 

〔教科書〕

特に指定しない. 

〔指定図書〕

・二神孝一・ 堀敬一 , 「マクロ経済学 (第2版)」, 有斐閣, 2017年

・福田慎一, 「金融論 -- 市場と経済政策の有効性 新版」, 有斐閣,  2020年

・小林照義, 「金融政策 (第2版)」, 中央評論社,  2020年

（様式１）
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〔参考書〕

・西村幸浩, 「財政学入門 (経済学叢書Introductory)」, 新世社,  2013年

・デビッドローマー (著), 堀雅博 他 (翻訳), 「上級マクロ経済学」, 日本評論社, 2010年

〔前提科目〕

・ミクロ経済学, マクロ経済学, 経済数学

［学習の課題、評価の方法］（テスト、レポートなど）

・初回授業にてアナウンスします.  

期末筆記試験が実施可能な場合は持ち込みありの筆記試験を実施し, そのスコアで成績評価を行います.  

実施できない場合は, レポート試験によって成績評価を行います.

〔評価の基準及びスケール〕

評価 得点比率

 A    80％~100％

 B    70％~80％未満

 C    60％~70％未満

 D    50％~60％未満

 F    50％未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

・ハンドアウトに基づき, スライド投影と板書を併用して講義を行います.  

板書を書く際には, 大きくて見やすい字を心掛けます. 板書の綺麗さには定評があると自負しています. 

・数学を使う場面が多いです. しかし, 高度な数学知識は必要ありません. 数式の取り扱い自体は他のどの授業よりも難

しく見えるかもしれませんが, ちょっと偏微分とかをするだけで, 基本的には文字式が多いだけです. わかりやすく教え

るので, 加減乗除ができて, 初歩的な指数対数・微分の知識があれば, 大丈夫だと思います(これについても初回の講

義あたりに確認します).  

ただし, 経済数学単位未取得の学生は絶対に受講しないでください.

・（予習は特に前提とはしませんが）復習は必ず行ってください. 

・以下の授業スケジュールはあくまで予定で, 学習進度に応じて若干変更する場合もあり得ます. 

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）： イントロダクション

内 容： 乗数効果再考, ルーカス批判

教科書：

第２回 テーマ（何を学ぶか）： 数学準備

内 容： 指数対数, 二次関数, 一階微分, 偏微分, 最適化

教科書：

第３回 テーマ（何を学ぶか）：家計の消費・貯蓄行動 (1) 

内 容： 2期間モデル (1) 

教科書：
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第４回 テーマ（何を学ぶか）: 家計の消費・貯蓄行動 (2) 

内 容： 2期間モデル (2) 

教科書：

第５回 テーマ（何を学ぶか）: 家計の消費・貯蓄行動 (3) 

内 容： 消費税のアナウンスメント効果

教科書：

第６回 テーマ（何を学ぶか）： 企業の設備投資行動 (1) 

内 容： 新古典派投資理論

教科書: 

第７回 テーマ（何を学ぶか）： 企業の設備投資行動 (2) 

内 容： トービンq (1) 

教科書: 

第８回 テーマ（何を学ぶか）： 企業の設備投資行動 (3) 

内 容： トービンq (2) 

教科書: 

第９回 テーマ（何を学ぶか）: 金融政策 (1) 

内 容： 効率的市場仮説, 金利の期間構造

教科書: 

第10回 テーマ（何を学ぶか）: 金融政策 (2) 

内 容： フィッシャー方程式, 日銀当座預金

教科書: 

第11回 テーマ（何を学ぶか）: 金融政策 (3) 

内 容： 伝統的金融政策, テイラールール

教科書: 

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 金融政策 (4) 

内 容： 非伝統的金融政策

教科書: 

第13回 テーマ（何を学ぶか）： TFP (1) 

内 容： ソローモデル

教科書: 

第14回 テーマ（何を学ぶか）： TFP (2) 

内 容： 技術進歩を考慮したソローモデル

教科書: 

第15回 テーマ（何を学ぶか）： TFP (3) 

内 容： 収束
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〔 科目名〕

地域企業論Ⅱ

〔 単位数〕

2単位

〔 科目区分〕

〔 担当者〕

生田泰亮 IKUTA Yasuaki  

〔 オフィス・ アワー〕

時間:後ほど指示します。

場所: 1305 研究室(大学院棟) 

〔 授業の方法〕

講義

〔 科目の概要〕

地域企業論Ⅱでは、地域企業の環境分析と戦略策定について学ぶ。具体的には『 中小企業白書小規模

企業白書 2021 年版 上危機を乗り越える力』 を取り上げ、これを読み解くことを中心に講義を進め

る。主に、統計データを読み、地域企業を取り巻く環境変化、 最新の動向を読み解く力を身につける。

また、教科書の進捗状況に合わせて、企業の経営課題や専門知識について解説していく。

〔「 授業科目群」・ 他の科目との関連付け〕・〔 なぜ、学ぶ必要があるか・ 学んだことが、何に結びつくか〕

地域企業論Ⅰで学んだ内容を基本として進める。本講義は、多くの科目と関連性のある「 総合的な科

目」 「 中核的な科目」 である。関連づけ、反復することで「 有効な思考法」 を身につけるよう努力す

ること。

〔 科目の到達目標（ 最終目標・ 中間目標）〕

(1)『 中小企業白書』 を読み解き、地域企業がおかれた社会、市場、産業などの動向を理解し「 地域

企業の環境分析」 ができる。

(2)地域企業の経営政策、事業戦略について学び、その成果として「 問題解決策の立案」 としての「 戦

略策定」 や「 政策提言」 ができる能力を養う。

〔 学生の「 授業評価」 に基づくコメント・ 改善・ 工夫〕

教科書を事前に読んでいることを前提として講義を進める。しっかりと予習すること。

質問、相談等はいつでも受け付ける。講義中、講義終了後、アポイントを取った上でのオフィスアワーなど遠

慮なく。

〔 教科書〕

中小企業庁編『 中小企業白書小規模企業白書 2021年版上危機を乗り越える力』 日経印刷株式会社、2021

年。

他、適宜、資料を配布。

〔 指定図書〕

〔 参考書〕

塩次喜代明、高橋伸夫、小林敏男『 経営管理[新版]』 有斐閣、2009年。

M. E.ポーター著、竹内弘高訳『 競争戦略論(I )(I I )』 ダイヤモンド社、1999 年。

〔 前提科目〕

地域企業論Ⅰ (単位取得していることか、必須条件)。

〔 学修の課題、評価の方法〕（ テスト、レポート等）

課題レポート : 50%、期末試験: 50% （ 詳細は講義内で説明する）

※講義進行の妨げとなる行為があり、注意を聞き入れない場合は、当該学生の本科目の評価を「 F」 とする。

〔 評価の基準及びスケール〕

80%以上 A     79−70% B     69−60% C      59−50% D     49%以下 F 
〔 教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

予習として「 教科書の各回の指定範囲を必ず読み出席する」 こと。

予習していることを前提に講義を進めます。

〔 実務経歴〕

該当なし

（ 様式
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授業スケジュール

第1回 テーマ(何を学ぶか):イントロダクション

内容:  講義内容と進め方について(※シラバスを必ず持参すること) 
①第１部第１章「 中小企業・ 小規模事業者の動向」

教科書・ 指定図書

第2回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 1）

内 ②容： 第１部第１章「 中小企業・ 小規模事業者の動向」

教科書・ 指定図書

第3回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 2）

内 容： 第１部第1 ③章「 中小企業・小規模事業者の動向」

教科書・ 指定図書

第4回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 3）

内 容： 第１部第2 ①章「 中小企業・小規模事業者の実態」

教科書・ 指定図書

第5回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 4）

内 容： 第１部第2 ②章「 中小企業・小規模事業者の実態」

教科書・ 指定図書

第6回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 5）

内 ①容： 第１部第３章「 中小企業・ 小規模事業者政策の方向性」

教科書・ 指定図書

第7回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 6）

内 容： 第1 ②部第３章「 中小企業・小規模事業者政策の方向性」

教科書・ 指定図書

第8回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 7）

内 容： 第2 ①部第１章「 中小企業の財務基盤と感染症の影響を踏まえた経営戦略」

教科書・ 指定図書

第9回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 8）

内 容： 第2 ②部第１章「 中小企業の財務基盤と感染症の影響を踏まえた経営戦略」

教科書・ 指定図書

第10回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 9）

内 容： 第2部第2 ①章「 事業継続力と競争力を高めるデジタル化」

教科書・ 指定図書

第11回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 10）

内 容： 第2部第2 ②章「 事業継続力と競争力を高めるデジタル化」

教科書・ 指定図書

第12回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 11）

内 容： 第2部第3章「 事業継承を通じた企業の成長・ 発展とM&A ②による経営資源の有効活用」

教科書・ 指定図書

試 験 ※第12回までの内容を試験範囲とする。詳細については第1回および講義の中で説明する。

116



第13回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 12）

内 容： ケース・ スタディ①
教科書・ 指定図書

第14回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 13）

内 容： ケース・ スタディ②
教科書・ 指定図書

第15回 テーマ（ 何を学ぶか）： まとめ

内 容： 講義全体のまとめと振り返り、課題レポートの提出

教科書・ 指定図書
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〔科目名〕

地域社会論Ⅱ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

佐々木て る

  Sasaki Teru 

〔オフィス・アワー〕

場所：時間：授業開始時に指示

場所：授業開始時に指示

〔科目の概要〕

青森県では少子高齢化が進み、人口減少、短命県などが問題として指摘されている。また、若者の県外流出なども今

後の県の将来を考える上で重要な問題となっている。同時に青森県は地域文化や産業の点で日本を代表するものが存

在する。そのため県の取り組みとしても「課題を克服」し「強みをとことん生かす」ためのアイディアが重要視されている。

この授業では、上記のような認識を前提に、海外からの観光客の誘致、外国籍者の労働力の導入、国際的なマーケ

ットへの参入、永住外国人の現状といった視点からそれらの課題を捉えなおすこととする。具体的には下記のテーマが

中心となる。

（１）「交流人口」：インバウンドを中心とした海外からの観光客についての分析、ニーズの把握。

（２）「循環人口」：いわゆる単純労働で海外から来日、もしくは青森に来ている外国籍者の現実と実情。

（３）「共生人口」：人口減少地域に対応するための外国人、移民政策について。永住、帰化、国籍などに関して。

これら 3 つのテーマを学ぶことによって最終的には、日本型もしくは青森としての多文化共生、共創社会を構築していく

視点を醸成させることにする。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

決定的な人口減少を迎えている青森県の住民として、その問題の根幹を理解し、解決するための手立てを考えること

は急務の課題である。そしてそのことは、次世代を生きる人間としての責務であり、今まさに問われている問題といえる。

日本国内の人口減少を補う人材として、海外からの移住者の受け入れは一つの選択肢であり、そこで必要とされてい

る議論を学ぶことは重要である。人口減少解決のための新しい視点を学ぶことができるだろう。そして同時にこのことは

ワールド・ワイドで活躍するための基礎となることを学ぶことにもつながる。そして海外から人に来てもらう、もしくは海外

に青森を売り込む際に、授業で扱う題材を知ることは有益な情報となるだろう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

人口減少という問題をもう一度捉えなおし、その根本問題、解決策を提示できるような思考を養う。特に海外からの人材

の導入、もしくは海外への売り込みという視点を自分なりに発展させていくことが目標となる。同時に海外の事例を学び、

日本社会に応用可能か、またその際の課題などを自らの視点で指摘できることも目標となる。

中間目標

前半は特に、人口減少問題のレビュー、県内の外国籍者の実態など基礎的な知識や考え方を学ぶ。そのため、グロ

ーバリゼーションや市民権、多文化共生に関する理論的な視点も学んでもらう。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

授業終わりにコメント用紙を書いてもらい、そこでの指摘を授業に取り入れ、改善を行っていく。

コメント用紙の配分点のつけかたなど、成績評価の方法ををより明確に提示する。特に第一回目の授業において方針

を明確にしていく。

〔教科書〕

特になし

〔指定図書〕

特になし

〔参考書〕

授業時に紹介する

〔前提科目〕

特になし

（様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

・提起的にコメント用紙を書いてもらい、評価を行う。

・授業中盤で確認試験を行い、理解度をはかる。

・最終に試験を行う。出題内容は授業内容に関するもの。

主に論述式で、知識および解釈力、主張を問うものとする。

毎回出席はとる予定である。そのため当然のことではあるが授業は出席することが大前提である。

特に第一回目の授業は評価の方針、内容に関する確認などを行うため、本講義を受講予定のものは必ず出席すること。

〔評価の基準及びスケール〕

・試験60％、コメント用紙・小テストを40％として採点する。

A～Fの評価は本学の規定に準ずる。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

なによりも自分の住んでいる地域の文化や産業について、積極的に興味を持ち、知識を増やしてほしい。授業で伝え

たこと以外でも、興味のあることを自分自身で調べる姿勢が望まれる。

また知り得た知識や考えなど、意見を求める機会も与える予定でいるので積極的に発言してほしい。自分と周囲に住

んでいる人、自分が住んでいる社会について、主体的に働きかける気持ちを常にもって授業に参加してほしい。

授業スケジュール

第1回 テーマ： 世界から青森へ、青森から世界へ

内 容： ガイダンス 導入として人口減少対策としての外国人・移民政策の必要性を学ぶ

第2回 テーマ： 人口減少問題と外国籍労働力（1）

内 容： 人口減少問題の根幹：理論的視点を考える。また労働力確保の方策としての ICT の導入と外国人

労働者の導入について考える。

第3回 テーマ： 人口減少問題と外国籍労働力（2）

内 容： 外国籍労働力を日本に積極的に導入するにあたり、その前提となるような外国人・移民政策につ

いての理論的な視座を紹介する。

第4回 テーマ： 人口減少問題と外国籍労働力（3）

内 容： 前回にｔ引き続き、外国籍労働者・移民は人口減少対策の切り札になるのかを考える。特に市民権

理論と多文化共生の理論を紹介し、外国籍労働者・移民の増加にともなう課題と問題を考える。

第5回 テーマ： 交流人口（1）

内 容： インバウンドとはなにか、その問題点を考える。特に青森県の事例を中心に行う。

第6回 テーマ： 交流人口（2）

内 容： 青森県内の祭を中心に、その国際性の在り方について考える。

第7回 テーマ： 循環人口（1）

内 容： 技能実習制度をとらえる。特に青森県、八戸市や弘前市の事例を中心に、技能実習制度とはなに

かを学ぶ。

第8回 テーマ： 循環人口を考える（2）

内 容： 内 容： 送り出し国の現状を紹介し、国際的な労働力移動について学ぶ。特にベトナムの事情

を紹介する。

第9回 テーマ： 青森県の共生人口を考える（1）

内 容：三沢の米軍基地の事例、ネパール人の事例、永住フィリピン人と帰化の事例などを通じて青森の共

生人口を学ぶ。
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第10回 テーマ： 青森県の共生人口を考える（2）

内 容 ： 青森以外の永住者と共生に関する事例をとりあげ、青森県との比較を行う。

第11回 テーマ： グローバル時代の移民政策（1）

内 容： 多文化共生に関する現状を、世界と日本を比較することによって学ぶ。特に理論的なものとしてエ

スニシティの概念を学ぶ。

第12回 テーマ： グローバル時代の移民政策（2）

内 容： 世界の移民の事情などを海外の事例を通じて学ぶ。特にアメリカ合衆国、オーストラリア、ニュー

ジーランドなどの事例を紹介する。

第13回 テーマ： 多様性のある地域社会に向けて（1）

内 容： 外国人・移民政策の根幹として国籍政策や帰化というものについて学ぶ。外国人から国民へ編入

するための制度的な視点を学ぶ。

第14回 テーマ： 多様性のある地域社会に向けて（2）

内 容： 現在の日本の多文化、多民族的な状況を確認し、マルチ・エスニック・ジャパニーズという概念を

学ぶ。

第15回 テーマ： 青森から世界へ、世界から青森へ

内 容 ：青森県の強みを再度考え、課題を考察する

試 験
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〔科目名〕

地域ICT基礎論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

基幹科目

〔担当者〕

木 暮 祐 一

Yuichi Kogure  

〔オフィス・アワー〕 〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

21 世紀は情報通信技術（ICT）の急速な発展と普及により、仕事のやり方から地域社会のあり方まで大きく変貌をとげつ

つある。とくに近年はインターネットを通じたコミュニケーションが多様化し、これが個々のコミュニケーションはもとより、

社会生活にも重要な役割を果たすようになってきている。

この講義では、ICT 利活用の中でも基本となるパソコンやスマートフォンの活用、とくにソーシャルネットワーキングサー

ビス（SNS）の活用と実践を取り入れ、その上で、情報通信技術（ICT）の進展と、情報通信ネットワークの普及によって起こ

っている社会の変化について理解を深め、それらを地域に役立てるための基礎力を養っていく。ICT をめぐる最新の話

題も随時講義に取り入れていく。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

もはやパソコンやインターネットは社会活動において欠かせないものである。将来就職したり起業した場合に、パソコン

やインターネットの活用無しには業務を遂行できない。さらに最近ではSNSの活用も欠かせないものとなっている。本講

義ではパソコンやスマートフォンを通じたインターネットの活用や、SNS の使いこなし、それらの上で起こりうるトラブルや

対策について学ぶ。世の中から求められる情報リテラシーを身につけた上で、こうした ICT を地域社会で役立てるため

の力を身につけていく。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

ICT とは何か、どのように使いこなしていくべきか、実際の社会でどのように利用されているのかなどを理解することを中

間目標とする。そして、ICT を地域に活かすための応用力を身につけることを最終目標とする。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

講義の中で学生諸君の要望なども取り入れながら進めていく。

また、ICT は日々進化を遂げており、常に最新の話題を提供していけるように努めたい。このためシラバス通りに講義が

進捗しない場合もある。

〔教科書〕

教員作成資料をPDF等で配布する。

〔指定図書〕

講義の中で、必要に応じて案内する。

〔参考書〕

講義の中で、必要に応じて案内する。

〔前提科目〕

特になし。

（様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

期末試験を課す（状況に応じてレポートに代える場合がある）。このほか講義の中で小課題を課すことがある。出席状況

や講義の受講態度も成績に反映させることがある。

〔評価の基準及びスケール〕

期末試験、小課題、出席状況などを総合的に評価する。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

パソコンやスマートフォン、そしてインターネットをしっかり使いこなす力を身につけること。そのため、講義では積極的

にパソコンやスマートフォン、インターネットを活用してください。ノートパソコン等の持ち込みを推奨します。

〔実務経歴〕

出版業界にてメディア（媒体）の立ち上げや媒体運営（編集長）等を務め、また媒体と連動した E コマース事業の立ち上

げや企業間リレーションなどに携わり、のちに情報通信業界に転籍し、大手企業の広報責任者（広報戦略、メディアリレ

ーションなど）や、産学連携事業などを経験してきた。これらの経験を踏まえ、実践的な講義展開に努めたい。

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： ネットワーク社会を考える

内 容： 講義の進め方、なぜこの講義の受講が必要なのか。情報通信技術（ICT）の進展とネットワークの

活用、それによる高度情報化社会を考える。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第2回 テーマ（何を学ぶか）：ICT とは何か、ICTによって何が変わったのか（1）

内 容： 情報通信技術（ICT）を理解するために、その業界全体を展望する。そしてICTが登場し21世紀と

なり、社会がどのように変化したのかを理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第3回 テーマ（何を学ぶか）： ICT とは何か、ICTによって何が変わったのか（2）

内 容： 携帯電話の登場以降、通信できるデバイスをいつでも持ち歩ける環境が整ったことで、社会がど

のように変化してきたのかを理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第4回 テーマ（何を学ぶか）： ICT とは何か、ICTによって何が変わったのか（3）

内 容： ICT の発展、普及により、ICT 市場や ICT 経済がどのように変化してきているのかを、統計データ

等を見ながら理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第5回 テーマ（何を学ぶか）：企業の情報システム活用の変遷

内 容： 企業が活動していくうえで情報システムの活用は不可欠となった。ICT の進化によって、企業の

ICT 活用も変遷を遂げている。その変遷を理解し、今後の企業がどのように ICT を活用すればいいのかを

理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第6回 テーマ（何を学ぶか）：パソコンにおけるウィルスと不正アクセス、ネットとセキュリティ

内 容：パソコン活用やインターネットの利用におけるトラブルやリスクについて、実際に起こってい

る事例をもとに、その対処法について理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第7回 テーマ（何を学ぶか）：インターネット活用上のリスクとトラブル

内 容： ソーシャルサービスで起こっている事故やトラブルを理解し、また自分自身がトラブルを起さない

よう基礎知識を身につける。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第8回 テーマ（何を学ぶか）：AI（人工知能）の利活用

内 容： AI とは何か、近年のAI ブームとは何なのかを理解したうえで、AI の活用事例や今後の方向性な

どを考える。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）
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第9回 テーマ（何を学ぶか）：プラットフォームビジネスとデジタルプラットフォーマー

内 容： プラットフォームビジネスの基本を知り、この考え方を ICT 産業に展開している事例を検証しなが

ら、ICT産業で成功していく方法について考察する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第10回 テーマ（何を学ぶか）：ネットのビジネス利用

内 容： インターネットの商用利用はもはや欠かせないものとなったが、ビジネスにどのように活用されて

いるのかをまずは理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第11回 テーマ（何を学ぶか）：SNSのビジネス利用

内 容： 既存メディアとインターネットメディアの関係を理解し、とくにメディア的視点から SNS の活用法を

考え、企業視点からのSNSマーケティングの基本を理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第12回 テーマ（何を学ぶか）：情報をつなぐことの重要性

内 容： 電子的情報は伝えられ再利用されることに意義がある。わが国の情報化を振り返り、課題を明確

にすると共に、電子自治体のあり方も考える。中国のデータ利活用事例も理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第13回 テーマ（何を学ぶか）：災害と情報伝達

内 容： 万が一の大災害時に、そうした情報をどのように市民に伝えていくのか。従来から形成されてきた

防災無線からスマートフォン向け通知まで、その手段を理解する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第14回 テーマ（何を学ぶか）：シリコンバレーに学ぶ企業と大学の距離

内 容： ICT 産業の聖地といえるシリコンバレーの成功は産学連携がもたらしているといえる。企業と大学

がどのような関係をもつことが良いのかを学ぶ。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

第15回 テーマ（何を学ぶか）：ネットの未来

内 容： ICT業界における未来予測の難しさ、最新のICTサービス動向とそこから広がる将来のネットワー

ク社会を展望する。

教科書・指定図書 資料配布（PDF）

試 験 期末課題（またはレポート）
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〔科目名〕

フィールドリサーチⅠ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

選択必修

〔担当者〕

足達、飯田、生田、遠藤、

香取（薫）、佐々木、安田

〔オフィス・アワー〕

時間： オリエンテーション時に紹介する

場所： 各演習指定の教室

〔授業の方法〕

〔科目の概要〕

本講座は、「 知の挑戦Ⅰ」と結びつき、その演習を基礎にして自らの問題を発見するために、「 知の挑戦Ⅰ」の指

導教授との連携・協力によって、フィールドを通した調査研究を促し、学生自らの問題発見に広がりを持たせるも

のである。つまり、各ゼミ演習と連動しつつ、フィールド演習主体の授業が行われる。また、企業や行政、ＮＰＯなどに

おけるインターンシップ的な要素を併せ持つ。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

少人数演習を重視した地域みらい学科の特徴は、1 年生から始まるフィールドワークであり、実体験を重視し、個性を

磨き、自分で掲げた課題に向け、自らの経験を通じて知を取得するというものである。そのため、1 年次の必修では、自

己の探究、自分知の探究、科学への探究といった演習科目が設定されている。2 年次においても、知の挑戦Ⅰが設定さ

れ、少人数演習科目が設置されている。本科目は、この知の挑戦Ⅰと関連して設定されている。また、インターンシップ

的な要素も導入しており、各指導教官の考えに沿って内容が構成される。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標： フィールドワークを通して醸成された問題意識を、専門的な考え方あるいは様々な知見から整理し、より深く

考える態度を身につける。

中間目標： “ ”フィールドワークを通して、好奇心と なぜ の思考を発酵させ、周りの世界に目を凝らし、問題意識を高め、

研究へのモチベーションを高める。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

オリエンテーション及び演習時に各担当指導教官の専門分野に基づいて紹介する。

〔指定図書〕

オリエンテーション及び演習時に各担当指導教官の専門分野に基づいて紹介する。

〔参考書〕

オリエンテーション及び演習時に各担当指導教官の専門分野に基づいて紹介する。

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

オリエンテーション時に各担当指導教官から説明する。

〔評価の基準及びスケール〕

オリエンテーション時に各担当指導教官から説明する。

（様式１）
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〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

本講座は、「知の挑戦Ⅰ」の指導教授との連携・協力によって、フィールドを通した調査研究を促し、学生自らの

問題発見に広がりを持たせるものである。フィールドワークに関心があり、真摯な態度で科目履修ができることが

求められる。

フィールドワークは、各指導教官の方法に委ねられるが、基本的には、他の授業と重ならない時間帯を活用する

ため、土日、祝日などにまとめて実施することが基本となる。基本的な履修スケジュールは以下のようなものであ

る。しかし、これはあくまでも標準であり、各指導教官の下で、具体的なスケジュールが決定されるものとする。

全体で4日間が標準である。1回（ 1日）目は、1．5時間×4時限分＝6時間（オリエンテーション含む）、2回
目1.5時間×3時限＝4.5時間、3回目1.5時間×4時限＝6時限、4回目1．5時間×4時限分＝6時間（最終報告
含む） を目安とする。ただし、まとめて実施することによって 1日当たりの時間が代わり、回数（日数） も変わ
りうるものである。

〔実務経歴〕

授業スケジュール（以下は、標準的なスケジュールであり、具体的には各教官毎に異なる）

第1回 テーマ（何を学ぶか）： フィールドワークが目指すもの、内容の提示

内 容： オリエンテーション

教科書・指定図書

第2回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの準備

内 容：フィールドワーク （１） ① 学生のニーズ、フィールドワークに関する情報収集

教科書・指定図書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （１） ②

教科書・指定図書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （１） ③

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （２） ①

教科書・指定図書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （２） ②

教科書・指定図書

第7回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （２） ③

教科書・指定図書

第8回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ①

教科書・指定図書
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第9回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ②

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ③

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ④

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （４） ①

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （４） ②

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：：フィールドワーク （４） ③

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：

内 容：最終報告、まとめ

教科書・指定図書

試 験
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〔科目名〕

地域の産業Ⅰ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

選択科目

〔担当者〕

奥平 理

〔オフィス・アワー〕

時間：１２：２０-１２：５０

場所：授業日の教室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

本授業では、「青函圏」をテーマとしてその内容を深く掘り下げる。青函圏が交流圏・観光圏・経済圏としてどの様な過

去・現在をたどり、未来に向かうべきなのかを説明できる能力を身につけることを目標とする。

具体的には歴史的、地理的、文化的背景から青函圏を説明し、青函連絡船廃止と北海道新幹線開業が青函圏に与

えた影響を説明する。そして青函圏の観光の現状と課題、産業構造の変化を説明することで、最終授業で「青函圏の

未来」テーマにグループ討議を行い、受講生に青函圏への意識が高まることを期待している。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

私たちは「青函圏」で生活をしている。皆さんは海峡を挟んで向かい側の函館について思ったり、考えたりしたことは

あるだろうか。青森市と函館市、地理学用語では「双子都市（ツインシティ）」の定義にピッタリとあてはまる。青森県は道

南よりもずっと歴史が古いのに、青森市と函館市はほぼ同時期、幕末から明治にかけて都市としての体裁を整えてい

った。

双子都市の不思議な縁、今も脈々と受け継がれている交流の歴史、私たちのＤＮＡに刻まれた青函圏を理解すること

で、この地に暮らすことの素晴らしさに気づくことができればと思う。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

１．最終授業で「青函圏の未来」をテーマとした討議を行い、議論することができる。

２．議論した内容を踏まえて、「青函圏の未来」に関するレポートを作成することができる。

３．期末試験で６０点以上を取ることができる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

１．予習の必要はありませんが、授業後に興味関心を持ったテーマについては復習することを推奨します。

２．シラバスについて、毎時間のはじめに当該時間の授業内容を確認します。

３．授業の終了時間を厳守します。

４．成人式に近い1月の第一週は授業日から外し、12月までに授業を終わらせます。

〔教科書〕

テキストは使用しない。毎回講義資料を配布する。

〔指定図書〕

必要に応じて授業で紹介する。

〔参考書〕

必要に応じて授業で紹介する。

〔前提科目〕

該当なし

（様式１）

127



〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

最終授業日にレポート課題を出し、そのあと期末試験を行う。

〔評価の基準及びスケール〕

レポート課題（４０％）、期末試験（６０％）で評価する。なお、試験への資料・ノート等の持ち込みについては、

後日授業で発表する。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

◎ 本授業では授業中の私語や携帯電話の使用等、他の受講者に迷惑となる行為は現に慎むこと。これらの行為が発
覚した場合は１回につき４０点/回の減点を行うので，十分に注意すること。

◎写しと判断したレポート等の提出物は誰がオリジナルであろうとも関わった学生全員を0点とするので十分に注意す
ること。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 青函圏の歴史的背景

内 容：青森と函館の歴史的背景を理解できる。

教科書・指定図書

第2回 テーマ（何を学ぶか）：青函圏の地理的特徴と言語

内 容：函館と青森の地理的特徴と言語の特徴を理解できる。

教科書・指定図書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：青函圏の文化

内 容： 青森と函館の文化の共通性や特徴を理解できる。

教科書・指定図書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：青函圏の交流とその影響

内 容：青函圏の交流がもたらしたさまざまな影響を理解できる。

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）： 青函圏と青函連絡船

内 容： 青函圏の発展に果たした青函連絡船の役割を理解できる

教科書・指定図書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：北海道新幹線開業の経済的影響

内 容：北海道新幹線開業が青函圏に与えた経済的な影響を理解できる。

教科書・指定図書

第7回 テーマ（何を学ぶか）：函館の景観と観光

内 容：函館市にある独特の景観と観光との関係を理解できる。

教科書・指定図書

第8回 テーマ（何を学ぶか）：はこだてクリスマスファンタジーと青函圏

内 容：はこだてクリスマスファンタジーと青函圏の関係を理解できる。

教科書・指定図書
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第9回 テーマ（何を学ぶか）：函館市における観光の現状と課題

内 容：函館市の観光の現状と課題を理解できる。

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：青森県における観光の現状と課題

内 容：青森県の観光の現状と課題を理解できる。

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：函館市における観光ボランティアガイド育成事業

内 容：函館市の観光ボランティアガイド育成事業を理解できる。

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：青森県における観光ボランティアガイド育成事業

内 容：青森県の観光ボランティアガイド育成事業を理解できる。

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：道南と青森県の産業比較（第１次産業）

内 容：道南と青森県の第一次産業の現状とその変化を理解できる。

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：道南と青森県の産業比較（第２・３次産業）

内 容：道南と青森県の第１・2次産業の現状とその変化を理解できる。

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：青函圏の未来像について

内 容：これまで学んできた内容を踏まえて教員を含めた討議を行い、青函圏の未来像について理解し、

発言できる。

教科書・指定図書

試 験 15回の授業内容から５題を総合的に出題する。
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〔科目名〕 行政経営論
〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

選択科目

〔担当者〕

遠藤 哲哉

 Endo Tetsuya 

〔オフィス・アワー〕

時間：第1回の授業時に指示

場所：研究室

〔E-mail〕

tetsuya@b.nebuta.ac.jp 

〔科目の概要〕

地域社会の諸問題を解決し、自分たちの夢や希望を実現するために、政策イノベーションとそれを担う新し

いリーダーシップが求められている。公共経営を担う組織として、行政経営、ＮＰＯ,ＮＧＯ，非営利組織、社
会的企業などが挙げられる。いずれも、硬直的な官僚主義に陥らずして、多くの人々 とともにビジョンを掲げ、

哲学を持ち、一人ひとりの個性を伸ばし人間的成長を促す組織の在り方と、それを支える新しいリーダーシッ

プが期待されている。

人々 の幸せと人間的成長が地域社会に生きる私たちの目指す方向とするならば、一人ひとりが自分の人生を

選び取り主体的に生き抜くチャンスを拡充していくことが大切である。分権時代とは、そのような自己決定の

チャンスを広げる制度とシステムが作られる時代である。そこには、自己責任と能力の向上もまた必要である。

本科目では、分権時代を確かなものとし、そこに生き、一人ひとりが個性的なリーダーとして自己の成長を

遂げうる道筋を、行政経営の立場から明らかにしていきたい。具体的には、行政経営の諸理論、考え方を踏ま

え、行政ビジネス及び政策イノベーションの創出を実現する行政経営の在り方を論じていきたい。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

自治体経営論をさらに深める科目であるが、特に、リーダーシップ論、経営組織論、組織戦略論と関連があ

る。既存の行政学や行政の実務をベースに置きながらも、変革期において求められる行政組織や自治、地域づ

くりを担う人材像、リーダーシップ像そして新しい行政組織論の在り方に示唆的な内容とする。素材は、日米

の行政学理論、組織論、リーダーシップ論、イノベーション論などを参照し、英文の資料を読みこなす予定で

ある。硬直化しやすい官僚主義的組織体質を打破し、住民自治の下で、行政の優れたパフォーマンスを挙げて

いくためには、どのようなリーダーシップと組織戦略が必要となるのか、グローバルな視点から検討していく。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標

行政経営の変革に必要なリーダーシップ、組織戦略、コミュニケーション、人材育成の考え方とスキルについて

の知識を得、行政経営の現場に応用できる理論と実践力を身につける。

中間目標

行政経営におけるリーダーシップ、組織戦略、人材育成、イノベーションについて、グローバルな視点から理解

し、その意義と役割について、理解を深める。行政経営における諸理論と職場の実態を知ることによって、具体的

なスキルアップのイメージがもてる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

・学生のレベルを考え、できる限り興味をもって伝えられるよう工夫をする。

・グローバルな社会を念頭に、英語での授業も行ってきているが、難しいという学生の声を受け止め学生の能力・

関心を見極めて、効果的な方法を検討していきたい。

・授業の全体について、学生の理解とモチベーションを促進する工夫をさらに行っていきたい。

〔教科書〕

オリジナルの資料を使用。（授業中に指示します。） なお、指定図書も使うので、準備して下さい。

〔指定図書〕

遠藤哲哉『「地域経営」における価値創造：新しい自治体経営を志向して』現代図書

（様式１）
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〔参考書〕

授業中に提示しますが関連する文献をいくつか提示しておきます。

John M.  Bryson,  Barbara C.  Crosby and Laura Bl oomberg (2014),  ‘ Publ i c Val ue Governance:  Movi ng

 beyond Tradi ti onal  Publ i c Admi ni strati on and the New Publ i c Management, ’  Publ i c Admi ni strati on Re

vi ew,  Jul y /August.  

野中郁次郎他『 ソーシャル・ イノベーション』 千倉書房

高野誠鮮『 ローマ法王に米を食べさせた男』講談社

山内道雄『離島発 生き残るための10の戦略』 ＮＨＫ出版

楠木建『 ストーリーとしての競争戦略』東洋経済新報社

クレイトン・ クリステンセン『 イノベーションのＤＮＡ』 翔泳社

ダニエル・ ピンク『 モチベーション３．０』 講談社

西口敏宏『遠距離交際と近所づきあい～成功する組織ネットワーク戦略』 NTT出版

金井壽宏他『組織行動の考え方』東洋経済新報社

ウェンガー『 コミュニティオブプラクティス』 翔泳社

宮川公男他『 ソーシャル・キャピタル』東洋経済新報社

R.パットナム『哲学する民主主義』 NTT出版

ウェイン・ベーカー『 ソーシャル・キャピタル』 ダイヤモンド社

稲継裕昭他『行政ビジネス』東洋経済新報社

その他、沢山の参考書を紹介するので、この機会に読破して欲しい。

〔前提科目〕

自治体経営論を履修していることが望ましい。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

・ 期末試験、授業レポート、小テスト、授業中の参加態度、意見等を総合的に見ます。

〔評価の基準及びスケール〕

・ 授業小感想シート、中間・期末試験及び授業への参加度等、全体を通して評価します。

A： 100～80点

B： 79～70点

C: 69～60点

D: 59～50点

F： 49点～

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

自治体経営論をさらに深める内容で、新しいリーダーシップの在り方、経営戦略、地域イノベーション等について検

討する。グローバルな視点から、これからの公共経営領域に必要となるリーダーシップ、経営戦略、人材育成等につ

いて検討を加える。このような領域に関心があり、かつ意欲のある学生の参加を歓迎する。なお、英文の資料・テキス

トを多く参照するので、この授業を通して、英語に習熟して欲しい。

〔実務経歴〕

自治体での実務経験を活かし、行政経営の諸理論、考え方を踏まえ、行政ビジネス及び政策イノベーションの創出

を実現する行政経営の在り方を論じる授業です。

授業スケジュール

第１回 テーマ（何を学ぶか）：オリエンテーション～行政経営論の射程

内 容： 科目の概要、行政経営に関するオリエンテーション

教科書・指定図書 資料配布

第２回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営論

内 容： 行政経営の実践と理論（ １）

教科書・指定図書 資料配布
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第３回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営論

内 容： 行政経営の実践と理論（２）

教科書・指定図書 資料配布

第４回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営論

内 容： 行政経営の実践と理論（３）

教科書・指定図書 資料配布

第５回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営論

内 容： 行政経営の実践と理論（４）

教科書・指定図書 資料配布

第６回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営論

内 容： 行政経営の実践と理論（５）

教科書・指定図書 資料配布

第７回 中間テスト

内 容：

教科書・指定図書 資料配布

第８回 テーマ（何を学ぶか）： 行政評価と経営

内容： NPM とKBGについて

教科書・指定図書 資料配布

第９回 テーマ（何を学ぶか）： ソーシャル・イノベーションと経営

内 容：ソーシャル・イノベーションを起す

教科書・指定図書 資料配布

第10回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営における経営戦略論（１）

内 容： 優れた経営実践と理論的課題（１）

教科書・指定図書 資料配布

第11回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営における経営戦略論（２）

内 容： 優れた経営実践と理論的課題（２）

教科書・指定図書 資料配布

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 行政経営における経営戦略論（３）

内 容：優れた経営実践と理論的課題（３）

教科書・指定図書 資料配布

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 諸外国における行政経営（１）

内 容： 国際比較検討（１）

教科書・指定図書 資料配布

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 諸外国における行政経営（２）

内 容： 国際比較検討（２）

教科書・指定図書 資料配布

第1５回 テーマ（何を学ぶか）：まとめ～ 新しい公共の担い手の再編と連携

内 容： 総まとめ

教科書・指定図書 資料配布

定期試験 期末テスト
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〔科目名〕

地域みらい特殊講義 Ⅰ

〔単位数〕

2単位

〔担当者〕

佐藤 三三

Satou Sanzo

〔オフィス・アワー〕

時間 ：最初の講義で伝える

場所 ：502研究室

〔科目の概要〕 テーマ：生涯学習論―生き方・働き方・社会の在り方の学習・教育論―。

「生涯学習論」は、単なる教育・学習論ではない。人間とは何かという問いかけと不可分な人間論であり、それに基づ

く人間の生き方論であり、生き方と不可分な働き方論であり、そうした生き方と働き方を可能にする社会の在り方論でもあ

る。

「生涯学習論」が世界教育史上に登場してから既に 50年余が過ぎた。しかし、「人生100年時代の到来」は、50年前と

は異なった生き方・働き方・社会の在り方を求め始め、「生涯学習論」が改めて脚光を浴びてきている。

本講義は、産業・企業と生涯学習論の関係にも言及しながら、生き方・働き方・社会の在り方の学習・教育論としての

「生涯学習論」について、体系的に講義する

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

・ 「 経済」 「 経営」 と「 教育」の関係について認識することができる。

・ 自己の生き方・働き方・社会の在り方について再考するきっかけになる。

・ 自己自身の生涯学習に役立つ。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・ 生涯学習論について理解し、生涯学習を実践する意欲を持つことができる

・ 「 経済」 「 経営」 と「 教育」の根源的関係について認識することができる。

・ 自己の生き方・働き方・社会の在り方について再考するきっかけになる。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

板書を丁寧にする。

〔教科書〕 使用しない

〔指定図書〕 なし

〔参考書〕 講義の中で随時紹介する

〔前提科目〕 な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

レポート及び出席状況。

欠席が全講義回数の三分の一（ ４回以上） を超える場合は単位認定の対象外とする

〔評価の基準及びスケール〕

Ａ： 80点以上 Ｂ： 70～79点 Ｃ： 60～69点 Ｄ： 50～59点 Ｅ： 50点未満
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〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

本講義が、学生の皆さんにとって、経済と教育の関係や自己の生き方・働き方・社会の在り方について再考する

きっかけになると同時に、自分自身の生涯学習の実践に結びつくように精一杯努力して講義する。ぜひ受講してい

ただきたい

授業スケジュール

第1回 テーマ(何を学ぶか）：ガイダンス

内容：講義の全体概要と生涯学習論の前史

第2回 テーマ(何を学ぶか）：生涯学習論の登場

内容：ユネスコ（ＵＮＥＳＣＯ）と「生涯教育論」

第3回 テーマ(何を学ぶか）：生涯学習論の登場

内容：ユネスコ（ＵＮＥＳＣＯ）と「生涯教育論」

第4回 テーマ(何を学ぶか）：日本の生涯学習論

―内容：なぜ、生涯学習は必要か 社会の加速度的変化

第5回 テーマ(何を学ぶか）：日本の生涯学習論

―内容：なぜ、生涯学習は必要か 社会の加速度的変化

第6回 テーマ(何を学ぶか）：日本の生涯学習論

内容：人間の学習可能性、学習の目的、自己教育力

第7回 テーマ(何を学ぶか）：日本の生涯学習論

内容：生き方・働き方・社会の在り方論、

第8回 テーマ(何を学ぶか）：生涯学習論と日本の教育制度改革

内容：小学校・中学校・高等学校の改革、大学改革

第9回 テーマ(何を学ぶか）：生涯学習論と日本の教育制度改革

内容：リカレント教育と大学改革、

第10回 テーマ(何を学ぶか）：生涯学習論と日本の教育制度改革

内容： リカレント教育と大学改革、社会教育の振興、生涯学習論の日本的特徴

第11回 テーマ(何を学ぶか）：人生１００年時代の生涯学習論

―内容：リンダ・グラットン、ｱﾝﾄﾞﾘｭｳ・スコット著、池村訳『ライフシフト 100年時代の人生戦略』

第12回 テーマ(何を学ぶか）：人生１００年時代の生涯学習論

内容： ―リンダ・グラットン、ｱﾝﾄﾞﾘｭｳ・スコット著、池村訳『ライフシフト 100年時代の人生戦略』

第13回 テーマ(何を学ぶか）：人生１００年時代の生涯学習論

―内容：リンダ・グラットン、ｱﾝﾄﾞﾘｭｳ・スコット著、池村訳『ライフシフト 100年時代の人生戦略』

第14回 テーマ(何を学ぶか）：企業と生涯学習論・

内容：企業の社会的責任・貢献と生涯学習論・

第15回 テーマ(何を学ぶか）：キャリア教育と生涯学習論

内容：文部科学省・厚生労働省のキャリア教育と生涯学習論
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